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研究成果の概要（和文）：正則断面曲率一定な双曲空間内のある種の完備実超曲面の全体像を，距離関数の特徴を駆使
して捉え，それらのすべてを決定した．距離関数の臨界点の研究が問題の背景にあり，上述の成果をふまえ，多様体の
切断跡と共役跡に関するラウチ予想を非退化な道の空間の研究に関連づけた．この研究に重要な測地三角形の角度比較
定理を放射曲率の条件下で調べ，角度比較が可能な測地三角形の条件を求めた．この成果を用いて新しい球面同相定理
を得た．これらの諸結果は内部距離空間上の凸性の研究に発展し，リーマン幾何学の延長線上にフィンスラー幾何学を
見た．

研究成果の概要（英文）：We have succeeded in classifying all of the curvature adopted complete real hyper 
surfaces in the hyperbolic spaces with constant holomorphic sectional curvature.
It should be emphasized that the constancy of the principal curvatures is not assumed but a consequence. T
he back ground of the investigation is the critical point theory of distance functions. Our idea applies t
o the study of the Rauch conjecture on the cut loci and conjugate loci of complete manifolds and of the Al
exandrov-Toponogov comparison theorem under the radial curvature assumption.
 As a consequence, we have obtained new types of topological sphere theorems under various model surfaces.
 These results will be useful for the study of convexity on inner metric spaces. Thus, the global study of
 Riemannian-Finsler Geometry will be seen.
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１．研究開始当初の背景 
主曲率一定な実超曲面の局所的研究は群論
的立場を含め，様々な研究が行われてきた．
特に主曲率が一定の実超曲面の主曲率の個
数については詳しく調べられて居り，有限個
の限られた可能性に限定されていた．大域的
立場に立つ研究は Montiel が複素射影空間内
の完備実超曲面を調べたが，濱田と塩濱は階
数 1 のコンパクト対称空間内の主曲率一定な
curvature adopted 完備実超曲面を調べた(Proc. 
Amer. Math. Soc. vol. 137, 2009 年)．この成果
をより一般的な条件で考察しようと試みて
いた． 
 
 
２．研究の目的 
完備実超曲面の形作用素に対する自然な仮
定(curvature adopted)のもとに，コンパクト階
数 1 の対称空間のみならず，正則断面曲率一
定な双曲空間内で考察した．その結果，これ
らの完備実超曲面は双曲空間内の一点、超曲
面，無限遠点を中心とする等距離集合として
実現される事が分かった．それ故，より一般
的な空間内の距離関数の臨界点の挙動を調
べる事が異なる主曲率の個数を 3 個以上に増
やした場合の超曲面の全体像の把握につな
がると予想し，リーマン幾何学の手法を取り
入れて切断跡や共役点について調べる事も
研究目的となった． 
 
 
３．研究の方法 
射影空間及び双曲空間の測地線の挙動は極
めて特徴的で，特に射影空間では切断跡と共
役跡が一致する．射影空間の一点又はその点
の無限遠超平面をブローアップして双曲空
間が得られると考えられる．射影幾何や双曲
幾何で基本的な概念である線束、線叢の概念
を実超曲面の法バンドルと距離関数に結び
つけて実超曲面の大域的な形を決定する．切
断跡や共役跡の挙動が大域的性質の研究に
重要であるから，比較幾何学で重要なトポノ
ゴフの比較定理やアレクサンドロフの凸性
をも利用した． 
 
 
４．研究成果 
双曲空間内の実超曲面の形作用素が curvature 
adopted ならば、完備実超曲面の全体像が決定
でき，更に主曲率が一定となる事が結論の系
として得られた．放射曲率に関するトポノゴ
フの比較定理が成立する測地三角形の条件
を調べた．その応用として種々の球面同相定
理が得られた． 
距離関数の臨界点の研究から，ラウチ予想と
切断跡に関する成果を上げた． 
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